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１．はじめに

　大阪大学を定年退職した4年後の平成21年 6月
に長岡技術科学大学（長岡技大）の学長に指名され、
同年9月に学長に就任するまでの間に大学における
教育・研究、社会貢献、国際貢献、その他の役割を
様々の方面から検討し以下の結論を得ました。

　①大学における教育の目的は、学生が 10 年先、
そして20年～30年先に社会の中心になる時に、個々
に異なる才能を最大限に発揮するための基礎を創り
上げることへの支援であり、大学は未来を創成する
ために存在する。従って、大学は学生と常に未来へ
の夢に関して語り合い、学生が在学中に自分の未来
の夢を描くことを支援する義務がある。②大学に
おける研究、社会貢献、国際貢献も、社会の要請に
応じて近未来の事に関しても貢献すべきであるが、
これらの貢献においても本来は常に中長期の未来を
指向すべきである。③長岡技大は中小企業が活躍
している地方に位置しており、また本学と密接に連
携している高専もほぼ全ての都道府県の地方に位置
していることを考えると、対象とすべきは地方であ
り、主として中小企業を対象とすべきである。④
大学が国際化（グローバル化）を達成するのは当然
であり、大学がグローバル化に成功したか否かは、
大学を取り囲む地域、地域企業がグローバル化を達

成して、初めて大学はグローバル化に成功したと考
えるべきである。⑤これらの目的を達成するために、
大学は組織と人事の大胆な改革を目指すべきである。
⑥国の財政状況を考えると、大学の教育、研究、
社会貢献、国際貢献も財政基盤の強化に寄与する方
向を思考すべきである。⑦長岡技大を取り囲む市
町村と人材育成、人材供給、人口減、過疎化、地域
格差、産業の活性化等への取組みに関して包括協定
等を結んで指導的な役割を果たすべきである。⑧
長岡技大の上記の目的・目標に賛同する地域の企業
及び金融機関と連携・協働するための包括協定を結
ぶべきである。

　以上の目的を短時間で達成するためには、⑨大
学の構成員、全教師と学生代表、と個々に真摯に意
見交換し、共通の目的・目標を速やかに醸成すべき
である。⑩また、長岡技大の学生の80％が高専か
らの3年への編入生で構成されていることを考える
と、全国の国立、公立、私立の59高専キャンパス
を学長自ら訪問し、高専の教職員、学生及び支援団
体等と意見交換し、高専教育の現場を知ると共に、
共通の目的醸成に努めるべきである。

２．新しい長岡技大の技学コンセプトと理念

　技学コンセプトは、長岡技大の初代学長の川上正
光教授により38年前の開学時に提唱されたもので、
端的に言えばScience of Technologyを意味してお
り、それ以来、長岡技大の教育・研究の基本コンセ
プトでした。このコンセプトを新しい時代に対応さ
せるためには、社会からの要請を広く俯瞰的に捉え
ることのできる経営の眼、ホーリスティックで人工
物とは異なる原理を内包する生物に学ぶ眼、社会の
期待に応え、本学が独自の領域として力を入れてい
る安全の眼、こうしたものを総合化していくことが
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求められていると認識し、技学に「技学とは現実の
多様な技術対象を科学の局面からとらえ直し、それ
によって、技術体系をいっそう発展させる技術に関
する科学です。理学・工学はもとより経営・安全・
情報・生命についての幅広い理解を踏まえ、未来の
イノベーションを志向する実践的技術を創造するも
のです。」との新しい定義を与えました。

　また、このコンセプトを世界的に認知させる活動
を「国際技学カンファレンス in長岡」（Int. GIGA-
KU Conf. in Nagaoka, IGCN）を2012年から毎年長
岡で開催し、同時に英文学術誌 Transactions of 
GIGAKUを創刊して新しい技学概念の世界への普
及に着手しました。Googleで検索すると今や「技学」
は「伎楽」を上回っています。Mottainai やMono-
dukuri のように、既存の英単語では表現しきれな
い日本的価値観を含んだGigakuが近い将来世界の
通用語に育つと信じています。

　この技学コンセプトの新しい定義に加え、長岡技
大の理念にも手を入れました。新しい理念は、「本
学は、社会の変化を先取りする“技学”を創成し、
未来社会で持続的に貢献する実践的・創造的能力と
奉仕の志を備えた指導的技術者を養成する、グロー
バル社会に不可欠な、大学院に重点を置いた工学系
の大学を目指す」です。下線部分が新しく加えた部
分ですが、私は「社会の変化を先取りする」を最も
重要と考えています。

３．中長期成長戦略の策定

　前章で述べた①～⑩の中で速やかに実行すべき
最も重要な項目である⑨と⑩を約1年半で終えるこ
とを目標に活動を開始しました。しかし、東日本大
震災の影響等で、技学理念を基礎にした、10年先
そして20年～30年先を見据えた長岡技大の中長期
成長戦略とその10年間のアクションプランの策定
には2年を必要としました。この中長期成長戦略は、
以下の6項目から構成されています。（１）技学の
教育研究拠点としての体制強化、（２）技学の担い
手を育成する連携教育、（３）技学を通した社会貢
献と絆の構築、（４）技学を核とした国際連携、（５）
技学教育・研究の情報システムによる高度化、（６）
技学を発信する広報の展開。各項の詳細は、長岡技

大のホームページに公表していますので、興味を持
たれる方々はホームページをご訪問ください。全て
の戦略に技学を冠している理由は、技学コンセプト
は超サイエンスを基盤にする巨大なイノベーション
と比べ、少人数で、短時間に、少額の資金で、中小
企業が展開するに適した中規模のイノベーションを
次々と湧出する可能性が大であるからです。

　この中長期成長戦略の策定により、最近、多くの
成果が上がりつつありますが、ここでは長岡技大の
特徴である実践的な教育、産学連携と国際交流等に
関して、その一部を紹介します。 学生の課外活動
への参加人数が3年で1.6 倍に増加した、　 大学院
博士課程の充足率が常に100％を超えるようになり、
また博士号取得後の就職率も常に100％を達成して
いる、　　学生が在学中にベンチャーを起業する件
数が顕著になった、　　留学生比率が約15％を超え
全国国立大学平均の2倍以上に増加した、　　開学3
年目から導入している、大学院に進学する学生全員
（約85％の学生が大学院に進学する）を4年次に企
業等に4ヶ月～6カ月派遣する実務訓練（長期イン
ターンシップ）において、海外の企業等を選択する
学生の比率が約15％を超え始めた、　　企業との共
同研究が研究者一人当たりで考えると、件数におい
ては全国立大学の中で1位、金額は東大、京大に次
ぐ 3位に成長した、　　若手教職員の外部資金獲得
が大幅に改善され、実用化に繋がるイノベーション
件数も著しく増大した等が代表的な成果です。

４．戦略的なグローバル化

　最近、長期の不況に悩まされてきた日本経済にも
明るい兆しが見え始めた様に思われます。しかしな
がら、この兆しを本物にするために私たちは多くの
事に挑戦する必要があります。特に大学においては、
大学力が国力であるとの熱い期待に応え、実践力と
現場力を持ちクリエーターやイノベーターとなり得
る構想力や想像力に富んだ高度技術者を育成するこ
と、大学及び地域のグローバル化、そしてイノベー
ションの創出に全力で取組む事が強く求められてい
ます。

　この強い要請に応えるために、長岡技大は約2年
半前に、豊橋技術科学大学や国立高等専門学校機構
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と連携・協働して、6年のプロジェクト「世界で活
躍し、イノベーションを起こす実践的技術者の育成」
を立ち上げると共に、長岡技大の教育研究の基本原
理である“技学”を基礎にした人材育成とイノベー
ションを湧出するための“技学イノベーションセン
ター”を設立しました。このセンターでは、全国の
高専からの参加者を含め480名以上（企業からの参
加者や学生等を含めると1800名以上）が約500の
シーズに関して新産業に結びつく研究開発を精力的
に始めており、新しい成果が湧出し始めています。

　また、昨年10月には文部科学省のスパーグロー
バル大学創成支援事業に参加することが認められ、「グ
ローバル社会を牽引する実践的技術者育成プログラ
ム～グローバル産学官融合キャンパス構築～」の課
題の下に10年間にわたり、（１）高専－技大の技学
教育研究モデルを次世代戦略地域である世界10ヶ
国に展開し、長岡技大の教育・研究の基本原理であ
る技学の教育研究ネットワークを構築する事業と、
（２）産学連携モデルを戦略的海外拠点に展開し、
技学テクノパークネットワークを構築する事業を、
展開する事になりました。

　この事業において、技学に基づく高専入学の15
歳から9年～ 12年の長期の高度技術者育成システ
ムを展開する国は、ベトナム、タイ、マレーシア、
ミャンマー、スリランカ、モンゴル、メキシコ、イ
ンド、スペイン、英国等で、これらの国の拠点大学
に相手国の政府及び地方自治体の支援を受けて高専
と技学を基礎にする大学院を設立します。同時に、
テクノパークの設立も目指します。

　ベトナムにおいてはハノイ工科大学に技学を基礎
にした教育研究を実施する修士・博士一貫の大学院
“ベトナム日本国際技学院”を昨年の9月に設立し、
今年の9月には200人規模の学生が入学する予定で
す。メキシコにおいてはグァナファト大学の協力を
得て平成26年9月に高専の設立を終えました。また、
モンゴルにおいては既に3高専が設立されています。
また、海外テクノパークの設立に関しては、第1号

をモンゴルの科学技術大学構内に設置し、平成27
年3月2日に本学の卒業生である教育文化科学大臣
の参加も得て開所式を開催しました。メキシコに関
しては、グァナファト州とグァナファト大学と連携
して平成27年 3月 6日に、ベトナムにおいてはハ
ノイ工科大学と連携して平成27年3月16日に開所
式を開催しました。重要なことは、これらの全ての
成果が学長間のトップ会談・合意から1年以内で実
行に至ったことです。残りのタイ、マレーシア、ミ
ャンマー、スリランカに関しては、技学を基礎にし
た長期の教育研究システムの設立を、インド、スペ
イン、英国等に関してもテクノパークの設立を企画
しており、今後1～2年以内に全ての設立を終了す
る予定です。この活動に加え、包括協定を結んでい
る金融機関等の協力と支援を得て、中小企業の海外
展開への支援も積極的に進めています。

５．おわりに

　長岡技大は、この様な活動を通して、世界を牽引
する次世代の戦略的地域との強固なネットワークを
持ち、実践的グローバル技術者教育を先導し続ける
他大学にない、特異な機能を持つ大学を目指します。
長岡技大が、これらの異次元レベルの海外展開に邁
進するのは、①諸外国、特に日本企業が今後海外
展開する筈の開発途上国が、高専・技科大の長期の
教育研究システムを強く求めている、②日本の人
口減（需要減）を考えると中小企業の海外展開が強
く求められる、③中小企業の海外展開の成功には
現地語と日本語を話せる人材が必要である、④中
小企業の海外での長期活躍には技術開発の海外拠点
が必要である、等と関連して社会から強く求められ
ていると信じるからです。なお、これらの高専－技
大の長期教育研究システムとテクノパークの国際展
開が、長岡技大の財政基盤の強化につながるプロセ
ス等に関しては別な機会に紹介したく思います。

　ここで紹介した内容に関しては、多くの異論や質
問があると思います。その際は遠慮なく問い合わせ
て頂きたく願うと共に、皆様の熱いご支援とご協力
をお願いいたします。
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